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研究成果の概要（和文）：高齢者の認知機能訓練のために在宅でロボットに対して所定の時間内に特定の話題に
対して質問して回答するシステムの開発および実証実験を実施した．システム開発上の主要な成果として在宅で
実証可能な対話ロボットのシステムの設計法を考案・まとめた．また，高齢者の方が所定の時間内で質問できる
ことを確認している．さらに，上述した対話システム基盤を拡張し，話題について高齢者自身が選び実施できる
トレーニング機能や話題をどれだけ記憶できているかアンケート形式で確認するアンケート機能を構築して予備
評価を行った．

研究成果の概要（英文）：I have researched about dialogue robots cognitive training for older adults
at home which is specializing asking questions at home.
There are two main results. First result is to report how to develop the dialogue system for older 
adults which is ready to evaluate at home-based. Second I have also developed the system which focus
 on questionnaire about the story, then I have conducted preliminary study to confirm how older 
adults could remember the story with questionnaire form on the system.

研究分野：リハビリテーション科学関連
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研究成果の学術的意義や社会的意義
高齢者にロボットから話題を提示し、高齢者からの質問に回答するロボットシステムを用いて在宅での認知気機
能訓練の効果検証が実施できるように設計・開発を行った．具体的には，所定の時間朝10時になった際にロボッ
トから自動的に実験開始する仕掛けを設計・実装した．特にコロナ流行下においても高齢者の自宅で実験を実施
できるシステムを実現し，実証実験を実施出来た点に高い社会貢献性があると考える．
また，高齢者が自らが話題を選び実験実施できる仕組みやアンケート形式での記憶を簡便に確認する方法につい
ては今後別の実験などを検討する際にシステム設計の参考になる．そのため，関連分野にとって学術的意義があ
ると考える．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
本研究の目的は，健常高齢者の記憶を蓄積し，自身の発言内容に対する記憶をどれだけ保持で
きているかをエージェントとのインタラクションを介して実現する自伝的記憶トラッキングシ
ステムを設計・開発することである．さらに，単なる雑談ではなく，会話の枠組みとしては共
想法に基づき，写真および決められた時間をもとに実施する．共想法を導入することにより，
エージェントからの会話は構造化されることにより，実験を実施する際の条件（写真を何枚利
用するか，質疑応答を何分実施するか）といったことが明確化される． 

日本は超高齢化社会を迎えており，社会保障から健康面の支援など社会的に対応すべき項目は
多岐に渡る．特に認知機能は高齢者が物忘れの症状が発症した際や，認知症を発症した際には
自立した生活ができなくなるといった支障をきたす恐れがある．これまで，認知症高齢者のた
めの認知支援に関するテクノロジーは開発されてきているが，一方で，健常高齢者が自身の記
憶（自伝的記憶と呼ばれる）を自身のために記録し，その記憶がどれだけ保持されているかと
いったことを簡便かつ継続的に検証可能な技術については未だ未開発である．本研究では, 健常
高齢者が自伝的記憶を健常であるうちから記憶し・記憶の変化を確認するための共想法に基づ
いた自伝的記憶トラッキングエージェントの設計・開発を行う．本研究が完成することにより，
健常高齢者が自身の記憶を積極的に保存し，自身のためのリマインダや問い合わせを行うこと，
またそれらの行為を長期的に行うことで高齢者が自身の記憶がどれだけ保持できているのかと
いった記憶の保持および忘却するまでの期間なども計測可能となる． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，健常高齢者の記憶を蓄積し，自身の発言内容に対する記憶をどれだけ保持で
きているかをエージェントとのインタラクションを介して実現する自伝的記憶トラッキングシ
ステムを設計・開発することである．さらに，単なる雑談ではなく，会話の枠組みとしては共
想法に基づき，写真および決められた時間をもとに実施する．共想法を導入することにより，
エージェントからの会話は構造化されることにより，実験を実施する際の条件（写真を何枚利
用するか，質疑応答を何分実施するか）といったことが明確化される． 
 
３．研究の方法 
 研究方法については当初は目的にそって自伝的記憶の追跡評価まで検討していたが，COVID-19
の流行と研究期間が重なったため，システムの設計・開発，倫理審査の承認などの全体的なス
ケジュールを考慮し，システム開発部分については共想法をベースとした高齢者とロボットの
対話実証実験の実施，および実験で収集したデータを解析するための仕組みおよび予備的な記
憶検査に注力するように方針変更を行い推進した．前者の部分が成果１に該当し，後者の部分
が成果２に対応する． 
 
４．研究成果 
(成果１) 
高齢者にロボットから話題を提示し，高齢者からの質問に回答するロボットシステムを在宅で
実施できるように設計・実装を行った．具体的には，所定の時間朝 10 時になった際にロボット
から自動的に実験開始する仕掛けを設計・実装した(図１参照)．また，在宅かつ高齢者を対象
とした実験であったため高齢者の操作を極力減らした形でできるように工夫している．また，
システムの開発手法および実験結果をそれぞれ論文としてまとめた(主要研究業績リスト[1-4]
参照)．約 30 秒程度の話題と話題に沿った写真 1 枚を提示した上で被験者は少なくとも 1 つの
質問はできることを確認できた． 
 



 
 

図１ 在宅高齢者向け対話システムの全体構成図 
 
(成果２) 
成果１で収集したデータが自然な対話であったかどうかを評価するシステムを設計・開発し評
価を行った．評価については，被験者からの質問と応答が自然であったかどうかという観点(図
２参照)と被験者からの質問に対して類似の質問があったかどうかという観点で評価した(主要
研究業績リスト[2]参照)．また，成果１で開発したシステムを拡張し，高齢者が気になる話題
を選択して実施できるようにすることや特定の話題についてアンケート形式でロボットの話題
について簡易に記憶検査をする評価する仕組みを構築した(主要研究業績リスト[7]参照)． 
 

 
図２ 自然評価を実施するシステムのユーザインタフェース 
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